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研究テーマ 地熱スケールからの機能性多孔質材料の合成プロセス開発 
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実験・測定内容 

本研究では、地熱スケールに豊富に含まれるシリカ成分を原料に用い、付加価値

の高いメソポーラスシリカ（SBA-15）の合成法を検討した。合成で得られた試料が

SBA-15であるかどうかを調べるために、透過型電子顕微鏡（TEM）観察と小角 X線散

乱（SAXS）測定行った。なお、地熱スケールからの合成物の他に、比較対象のため従

来法によって合成した SBA-15 も TEM観察および SAXS測定に供した。 

 

実験・測定に 

よって得られた 

結果や課題 

地熱スケールから合成した試料（GS-

silica）と従来法により合成した試料（CM-

silica）の SAXS 測定結果を右図に示す。

CM-silica の散乱パターンからは、SBA-15

に特徴的な(100)、(110)、(200)の散乱面が

確認されたが、GC-silica からは確認され

なかった。また、TEM観察からもGC-silica

には、規則的な細孔構造は確認されず、

スケールからのSBA-15の合成には至って

いないことが分かった。合成条件の再検

討が必要である。 

 

図 合成試料の SAXS パターン 


